
第

12
回

・
夏
休
み
自
然
観
察
記
録
コ
ン
ク
ー
ル

身
の
ま
わ
り
の
自
然
を
よ
く
見
て
、

作
文
や
絵
に
く
わ
し
く
か
い
て
み
よ
う

伊

達

佐

重

だて すけしげ

1932年 三笠市生まれ

学芸大学札幌分校修了

三笠市立教育研究所所員

空知教育研修センター講師

は
じ

め
に

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
始
め
て
十
二
回
目
に
な

っ
た
。
当

初
は
中
学
生
も
応
募
の
対
象
と
し
て
出
発
し
た

の
だ
が
、

時
間
や
手
間
を
か
け
た
作
品
が
全
く
見
当
た
ら
な
か
っ
た

の
で
三
回
目
か
ら
小
学
生
の
み
に
限
定
し
た
。
高
校
受
験

を
目
前
に
し
た
彼
等
に
と

っ
て
、
そ
ん
な
時
間

の
余
裕
は

持
て
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

応
募
者
数
を
調
べ
て
み
る
と
最
小
は
七
十

二
人
、
最
大

は
二
百
三
十
四
人
で
相
当
な
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
〆
切
り

日
が
近
づ
く
と
、
出
品
数
が
気

に
な
っ
て
電
話
を
入
れ
る

の
が
常
で
あ
る
。
低
学
年
の
子
は
、

一
度
入
賞
す
る
と
そ

の
感
激
の
せ
い
で
卒
業
す
る
ま
で
毎
年
取
り
組
ん
で
く
れ

る
か
ら
う
れ
し
い
。

○
審

査

員

佐
藤

謙

畠
山

武
道

(北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
長
)

(同

副
会
長
)

市
川

守
弘

(同

副
会
長
)

坂
本

雅
彦

(北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
理
事

・
事

務
局
長
)

伊
達

佐
重

福
地

郁
子

江
部

靖
雄

奥
谷

浩

一

大
久
保
フ
ヨ

俵

浩
三
　 　 　 　 　 　

同 同 同 同 同 同

常
務
理
事
)

常
務
理
事
)

常
務
理
事
)

常
務
理
事
)

常
務
理
事
)

理
事
)

○
入

賞

者

金

賞
秋
葉

颯
樹

(函
館
市
立
東
山
小
四
年
)

キ
リ
ギ
リ
ス
と
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ

銀

賞
松
田

猛

(道
教
大
付
属
釧
路
小
五
年
)

釧
路
管
内
で
僕
が
観
察
し
た

ハ
ン
ミ
ョ
ウ

鈴
木

天
理

(滝
川
市
立
東
小
六
年
)

水
辺
の
生
物
の
研
究

銅

賞
三
浦

菜
那

(木
古
内
町
立
木
古
内
小

一
年
)

あ
さ
が
お
の
か
ん
さ
つ

土
井
し
お
り

(函
館
市
立
金
堀
小
二
年
)

う
ち
の
お
に
わ
の
は
た
け
に

や
さ
い
が

で

き
ま
し
た

佐
々
木

望

(札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小
三
年
)

ゲ

ロ
ゲ

ロ
と
ク
ワ
ク
ワ
と

ケ
ロ
の
か
ん
さ
つ

中
崎

蒼
太

(旭
川
市
立
東
町
小
三
年
)

夏
に
見
つ
け
た
昆
虫
の
か
ん
さ
つ

梅
田

優
作

(東
神
楽
町
立
志
比
内
小
四
年
)

自
然
観
察
を
し
て
思

っ
た
こ
と

渡
辺

詠
虹

(旭
川
市
立
春
光
小
六
年
)

タ
ニ
シ
の
観
察

佳

作
西
村

涼

(名
寄
市
立
名
寄
小
二
年
)

あ
り
の
す
と

あ
り
の
か
ん
さ
つ
日
記

工
藤

香
倫

(名
寄
市
立
名
寄
小
二
年
)

す
ず
め
の

か
ん
さ

つ
日
記

伊
澤

佑
佳

(森
町
立
森
小
二
年
)

夏
休
み

ゆ
う
か
が
会
っ
た

虫
た
ち

小
原

大
樹

(鷹
栖
町
立
北
野
小
二
年
)

夏
休
み
魚

つ
り

(ほ
か
く
)
き
ろ
く

浦
山

真
実

(苫
小
牧
市
立
北
星
小
三
年
)

に
わ
で
見
つ
け
た

た
ま
ご
の
な
ぞ

泉

珠
江

(帯
広
市
立
柏
小
三
年
)

あ
り
の
か
ん
さ
つ
じ

っ
け
ん

小
杉

直
大

(札
幌
市
立
北
光
小
三
年
)

ク
ワ
ガ
タ
と
カ
ブ
ト
ム
シ
の
観
察

松
永

渉

(帯
広
市
立
帯
広
小
三
年
)
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カ
ブ
ト
ム
シ
に
つ
い
て

三
島

千
生

(追
分
町
立
追
分
小
三
年
)

夏
休
み
に
出
合

っ
た
昆
虫

山
本
高
太
郎

(札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小

三
年
)

顕
び
鏡
で
見
た
小
さ
な
世
界

杉
山

幸
平

(網
走
市
立
南
小
三
年
)

は
じ
め
て
見
た
セ
ミ
の
羽
化

三
橋

朋
也

(札
幌
市
立
和
光
小
三
年
)

ア
メ
ン
ボ
調
べ

三
島

涼
花

(追
分
町
立
追
分
小
四
年
)

葉

っ
ぱ
の
図
鑑

成
島

純

(旭
川
市
立
西
御
料
地
小
四
年
)

ク
ワ
ガ
タ
と
ぼ
く

原
島
小
也
可

(道
教
大
付
属
札
幌
小
四
年
)

か
め
の
次
郎
君
が
大
変
!

浦
山

悟
美

(苫
小
牧
市
立
北
星
小
五
年
)

ヤ
ゴ
の
観
察

松
永

滉
平

(帯
広
市
立
帯
広
小
五
年

)

ア
リ
の
苦
手
な
物
を
さ
が
す
実
験

小
林

勇
渡

(幕
別
町
立
白
人
小
六
年
)

去
年
は
食
べ
た
の
で

今
年
は
飲

ん
で
み
ま
し

た
。
野
草
〃

坂

昌
樹

(札
幌
市
立
緑
丘
小
六
年
)

ミ
ミ
ズ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

藤
川

加
奈

(江
別
市
立
上
江
別
小
六
年
)

バ
ク
セ
キ
レ
イ
の
観
察
日
記

○
学

校

賞

札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小
学
校
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審
査
を
終
え
て

感
動
は
自
分
の
手
で
描
こ
う

伊
達

佐
重

秋
葉
颯
樹
さ
ん
は
、
ト
ノ
サ
マ
バ
ッ
タ
が
減
り
キ
リ
ギ

リ
ス
が
増
え
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
と
考
え
た
こ
と
が
出
発

点
で
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
部
が
わ
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

松
田
猛
さ
ん
は
、

ハ
ン
ミ
ョ
ウ
の
巣
穴
に
草
を
差
し
こ
ん

で
つ
り
出
し
、
飼
育
し
な
が
ら
ま
と
め
ま
し
た
。
細
か
く

え
が
い
た
絵
は
、
色
も
線
も
ば

つ
ぐ
ん
で
す
。
鈴
木
天
理

さ
ん
は
、
通
う
場
所
を
水
辺
だ
け
に
し
ぼ

っ
て
水
中
び
生

物
や
水
生
昆
虫
を
採
取
し
、
け
ん
び
鏡
で
び
生
物
も
調
べ

ま
し
た
。
六
年
間
、
虫
を
追

い
続
け
た
積
み
上
げ
が
作
品

の
中
に
表
れ
て
い
ま
す
。

銅
賞
の
中
で
は
、
似
て
い
る
三
び
き
の
カ

エ
ル
を
体
の

も
よ
う
で
ち
ゃ
ん
と
見
分
け
て
世
話
を
し
た
佐
々
木
望
さ

ん
。
三
び
き
と
も
無
事
に
冬
越
し
で
き
る
と
い
い
ね
。
タ

ニ
シ
に
取
り
組
ん
だ
渡
辺
詠
虹
さ
ん
。
黒
い
え
ん
筆
の
曲

線
だ
け
で
、
貝
が
ら
の
丸
み
や
か
た
さ
が
伝
わ

っ
て
く
る

力
作
で
す
。文
章
も
要
点
を
の
が
さ
ず
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ク
ワ
ガ
タ
を
中
心
に
し
て
昆
虫
の
図
を
え
が

い
た
中
崎
蒼

太
さ
ん
。
虫
の
体
の
表
面
と
裏
を
か
い
た
の
は
、
よ
い
思

い
つ
き
で
し
た
。
説
明
文
も
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

今
年
の
特
ち
ょ
う
は
、
写
真
を
使

っ
た
作
品
が
多
か
っ

た
こ
と
で
す
。
以
前
に
も
注
意
し
た
こ
と
を
く
り
返
し
ま

す
が
、
写
真
を
中
心
に
し
た
作
品
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
絵

や
文

の
上
手

・
下
手
を
見
て
い
る
の
で
は
な

い
か
ら
で

す
。
自
分
の
目
で
し

っ
か
り
と
見
て
、
自
分
の
手
で
え
が

い
た
方
が
、
感
動
し
た
心
が
伝
わ
る
の
で
す
。
来
年
は
ど

ん
な
こ
と
を
し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
今
年
の
入

賞
者
の
作
品
や
題
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
、
今
か
ら
考
え

て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。

な
お
入
賞
作
品
の

一
部

は
、
「
モ
ー
リ
ー
」
(北
海

道
新
聞
社
発
行
の
雑
誌
)

第
十
三
号

(二
〇
〇
五
年

十
二
月
発
行
)
に
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

学年別応募点数

1年 8点 5年 13点

2年 24点 6年 5点

3年 32点

4年 16点 計 98点

市 立東 山小4年)

(モ ー リーNo.13か ら転 載)

金賞 秋葉颯樹(函 館

『キリギリスとトノサマバッタ』
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